
 

 

 

今月の聖句 

みつける／どれにしようかな／感謝しつつ 
 

成長させてくださったのは神です。 

コリントの信徒への手紙Ⅰ ３章６節  

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス

を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し

常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重

する。 

１１月の園だより 
2024年度 久宝まぶねこども園 ℡992-2033 

今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇戸外遊びや散歩を通して秋の自然に触れる。 

◇自分の好きなことを見つけて、集中してじっく

り遊びこむ。 
 
はとぐみ 

◇意欲的に身の回りのことを自分で行おうとす

る。 

◇見立てやごっこ遊びをしながら、言葉で表現し

ようとする。 
 
ひつじぐみ 

◇簡単な言葉のやり取りを楽しみながら、友だち 

と関わって遊ぶ。 

◇気温の変化や体調に留意し、健康的に過ごす。 
 
ゆりぐみ 

◇自分の思いを相手に伝えたり、相手の思いにも 

気付く。 

◇季節の変化を肌で感じ、自分で衣服を調節す 

る。 
 
ばらぐみ 

◇友だちとのやり取りの中で、自分の気持ちを伝 

えたり、相手の気持ちを考えてみようとする。 

◇友だちとイメージを共有したり、工夫したり、

遊びを進めようとする。 
 
ほしぐみ 

◇自然に触れ合う中で、様々な事象に興味を持 

ち、遊びや製作などにつなげていく。 

◇集団で歌や踊りを合わせていくことを楽しむ。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今月のうた  
♪ ちいさいときから（讃美歌） 

♪ まっかな秋 

家庭連絡 
 

◆気温に合わせて、衣服の調節ができるように着

替えをご用意ください。 

◆寒くなってきました。防寒着は子どもたちの安

全確保の意味を含め、フードや紐がない物をご

用意ください。必ず本人の名前を分かるところ

に記入してください。 

◆登園は９時 30分までにお願いします。 

９時 30分の時点で確認できている出席人数と

遅刻等のご連絡をくださった人数で給食人数を

報告する関係上、欠席や遅刻の連絡は必ず９時

15分までにご連絡ください。 

◆平日お仕事がお休みの時に登園される場合は、

９時から 17時の間でご利用ください。その際

は、乳児クラスは連絡ノートに、幼児クラスは

元気カードにその旨を記入し、緊急連絡先の優

先順位をご記入いただくか、コドモンに連絡事

項でお知らせください。また、お仕事が早く終

わられた場合なども、お迎えの時間を早めてく

ださるよう、ご協力をお願いいたします。 

◆予防接種後に遅刻で登園される場合は、必ず医

師に登園の確認をしてください。接種後の登園

で発熱(高熱)した子がいますので、できるだけ

安静に過ごしていただきたいです。 

◆登降園時の打刻を忘れないようにお願いしま

す。QR コードがない場合は手打刻もできます

が、お間違いのないようにしてください。 

◆園の駐車場を利用される場合は、安全上、エン

ジンをお切りくださるようにお願いします。 

個人情報について 
 

行事の多い２学期。子どもたちの成
長を楽しみにされていることと思
います。同意書もいただいています
が、写真の取り扱いにご注意くださ
い。顔写真はもちろん、名前など個
人的なプライバシーに関わること
へのご配慮を、お願いします。お子
様と一緒に写っているお友だちや
職員の写真をＳＮＳなど許可なく
公開すると、法的なトラブルの原因
になることもあります。 

今月の行事  
１日(金) 懇談会・発表会：ひつじぐみ 
５日(火) 愛児祝福式 
６日(水) 秋の遠足：ゆりぐみ 
８日(金) 秋の遠足：ばらぐみ 

１１日(月) 内科検診①：はと・ほしぐみ 
１２日(火) 誕生会 
１５日(金) 内科検診②：ひつじ・ばらぐみ  
      懇談会・発表会：はとぐみ 
２２日(金)  内科検診③：ぶどう・ゆりぐみ 
２９日(金) 懇談会・音楽会：ばらぐみ 
３０日(土) 保育参観：ぶどうぐみ 
 
※幼児部の音楽教室は７日(木)に変更します 

10 月 26 日に開催した幼児部の運動会は、全プログラムを終了することがで

きました。多方面にわたり、ご協力に感謝いたします。 

年々残暑が厳しくなり、思うように戸外での練習を進めることができませんで

したが、少しずつ保育室や多目的室での練習を重ね、当日は練習の成果を十分に

発揮することができました。会場にお越しくださった皆さまの声援が子どもたち

に届き、元気いっぱいの勇姿を見ることができ、感謝です。 

朝晩は肌寒い日が続き、大人でさえ体調管理の難しさ感じます。普段から、体

温調節ができるように、衣服は厚着をしすぎず、着脱しやすいものを使用しまし

ょう。幼児部は、基本園内では半袖・半ズボンで過ごすので、冬に向けて体力作

りも心がけたいと思います。 

厳しい残暑が続いていましたが、季節は巡って「みのりの秋」になりました。子ども
たちの大好きなサツマイモも収穫の時期になりました。今月の聖書の言葉は、畑に育
った作物を前にして、植えた人と、水やりをした人のどちらが偉いか、と言い争って
いる二人に対して、「成長させてくださったのは神様でしょ」と言っているパウロの
言葉です。もちろん、種まきや水やりがなければ、発芽も実りもありませんが、常に
成長させてくださる命の源である神様の働きなしには、何も始まることはありませ
ん。 
 例えば、運動会を見ても、一人ひとりの子どもたちの、この半年間や 1 年間での大
きな成長を実感されたのではないかと思います。ですが、そのような「今」があるの
は、いつの誰の何のおかげか、そのようなことを考えることには、あまり意味がなさ
そうです。子どもであれ、大人であれ、私たちの「今」があるのは、特定の誰かの、
何かのおかげと言うよりは、目には見えなくても神様がいつも共にいてくださって、
守り支え、導いてくださっているからに他ならないのではないでしょうか。完ぺきな
人は誰もいませんし、計画通り、予定通りにいかないことの方が多いのが現実です。
私たちはみんな、足りない所のある者同士ですが、常に成長させてくださる神様が一
緒にいてくださっていることに信頼して、この秋の日も安心の内に生かされていき
ます。                         チャプレン・牛田匡 


